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コロナに
負けるな！



　世界的に広がりをみせる新型コロナウイルス感染症。日本では外出自粛や休業要請へ
の協力のおかげで、日常を取り戻しつつあります。
　しかし、今もイベントの自粛が続き、飲食店などでは客足は戻っておらず、地域活動
や経済活動に深刻な影響をもたらしています。
　そこで今回は、コロナ禍の影響を受けながらも感染防止対策を取りながら頑張ってい
る皆さんにお話を伺いました。

コ ロ ナに 負 けるな！

生活協同組合コープしが
吉村 美奈 さん・小柴 未和子 さん・福山 結美 さん・川口 知恵 さん

市原こどもの家
大塚 温子 さん

まちづくりネット東近江

e N
村山 伸幸 さん

東近江市社会福祉協議会
光井 哲也 さん・柴田  遥 さん

「見守りおむつ宅配便」の私たち宅配員は、市内の満１歳未満
の乳児を持つ子育て世帯へ毎月１回おむつなどを直接訪問し届
けています。子育てなどの相談があったときには、子育て経験
者の私たちがアドバイスを行い、支援サービス窓口への橋渡し
役となりながら産後の育児不安解消に取り組んでいます。

コロナ禍で訪問もインターフォン越しで短時間の対話となり、
顔が見えないので、「ストレス大丈夫ですか？」と気軽に声を
かけ、ステイホームの利用者のイライラ解消に努めています。
当市独自の素晴らしい施策ですのでこれからも継続していただ
き安心して子育てができるようにお願いします。

　小学校が臨時休校となり、刻々と変わる状況の中でスタッフ
の確保、シフトの組み替え、換気や除菌などの作業に加え、行
政への報告書作成で振り回され、「現場はたいへんなのに」と、
つい愚痴がでてしまう状況でした。
　学童は、子どもたちを「お帰りなさい」と温かく迎えるとこ
ろで、これまでスキンシップを大切にしてきましたが、それが
できずに心が痛みました。コロナ対策で制限もありますが、子
どもたちが居心地良くホッとできるように工夫し、子どもたち
との心の距離だけはとらないよう心がけていきたいです。

　私たちは市民活動の資金調達を応援する「にじまちサポータ
ーズ」を運営しています。昨今のコロナ禍による自粛要請で市
内各種団体の活動がほとんど中止に追い込まれ、これまで募金
箱の設置などで協力いただいてきた市内事業者の方たちも苦し
い経営を強いられることとなりました。そんな状況下で、これ
までお世話になってきた方々に対し少しでも手助けできないか
と思い、市民の寄付により市内の店舗・事業所を支える仕組み
「未来（あす）を創るプロジェクト」を始めました。現在参加店
舗１２４件、寄付額２８９万円です。市内店舗の灯を消さない
よう、明るい未来になるようご支援ご協力お願いします。

　３月に入り予約がすべてキャンセルになるという突如訪れた
経営存続の危機。まず考えたのはお客様の安全と自店を守るこ
とでした。かねてより計画していたことが功を奏し、いち早く
デリバリーとテイクアウトに専念する決意ができました。その
間、様々な団体や市民の皆さまに応援していただいたことは生
涯忘れることのない大切な経験となりました。
　緊急事態宣言解除後は、１日１組のみ予約制（時短）で営業を
再開させていただいております。厳しい状況は続いていますが、
いただいた励ましを胸に、皆さんと一緒にこのまちで頑張って
いきたいと思っています。

コロナ禍で地域での諸活動が自粛や中止となり、高齢者サロ
ンなど高齢者の見守り活動などの相談が増えています。

さらに減収や失業による生活相談が毎日多くあり、特例貸付
の申請件数は４月から増え続け、７月１５日までで７５５件と
なっています。短期間で実行できるよう職員全員で対応してい
ます。また、２００人を超えるボランティアの協力で、マスク
３０００枚を作り、メッセージカードも添えて、一人暮らしの
高齢者に配布できました。
　困ったことがあれば、ためらわずご相談ください。

相談窓口：０７４８ー２４ー２９４０
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一 般 質 問

ＱＲコードを読み取ることで、

各議員の質問の様子を映像にて

ご覧いただけます。

　６月１０日、１１日、１２日に１９人の議員が一般質問を行い

ました。質問と答弁の概要をお知らせします。また、議会ホーム

ページでは、インターネットによる動画配信も行っています。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�
大
橋　

保
治

大
切
な
専
門
福
祉
避
難
所

Q　
災
害
が
発
生
し
高
齢
者
や
障
害

者
の
支
援
が
必
要
な
と
き
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
避
難
所
と
し

て
受
け
入
れ
る
「
専
門
福
祉
避
難
所

設
置
に
関
す
る
協
定
」
が
締
結
さ
れ

て
約
７
年
が
過
ぎ
た
が
、

①
取
り
組
み
状
況
は
。

②
専
門
福
祉
避
難
所
運
営
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
や
訓
練
が
必
要
と
考
え
る

が
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
影
響
を
考
え
る
と
、
災
害
時
に

は
専
門
福
祉
避
難
所
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
）
が
使
用
で
き
な
く

な
る
と
想
定
さ
れ
る
が
対
応
策
は
。

④
地
域
福
祉
避
難
所
と
専
門
福
祉
避

難
所
の
周
知
方
法
は
。

A　
①
平
成
25
年
を
皮
切
り
に
12
施

設
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
防
災

学
習
会
や
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て

施
設
の
役
割
や
対
応
な
ど
に
つ
い
て

確
認
し
て
い
ま
す
。

②
専
門
福
祉
避
難
所
の
運
営
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
現
在
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

策
定
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
協
定

先
と
連
携
し
た
訓
練
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
災
害
時
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
影
響
で
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
状
況
に
応
じ
て

他
の
施
設
を
確
保
し
ま
す
。

④
地
域
防
災
計
画
を
見
直
す
中
で
役

割
に
つ
い
て
整
理
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、
自
治
会
や
福
祉
施
設
へ
の
防
災

出
前
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
周
知
を

図
り
ま
す
。

株式会社田井中牧場
田井中 美香子 さん

小川良株式会社
小川 順平 さん

わかば幼児園
水澤 奈々 さん

　コロナの影響を受けて、近江牛を取り扱っていただいてい
るホテルや料亭が営業を自粛され、家庭においても社会不安
からぜいたく品を購入しない傾向となり、畜産農家は本当に
苦しい経営を強いられています。消費の循環が停滞しても牛
の成長は止まってくれません。ふるさとの味である近江牛を
後世に受け継いでいくためにも、私たちはこの現状に耐え、
愛情をもって牛たちを飼育し続けています。どうか、市民の
皆さんも日々の食材や贈答品として近江牛を購入いただき、
共に地場産業をお守りいただければ幸いです。
　近江牛で笑顔になって、みんなでコロナを吹き飛ばしましょう！

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、自動車部品の
製造部門が８０％減という状況に追い込まれました。そのよう
な状況の中、１０年ほど前に手掛けていたマスク製造部門を復
活させ危機を乗り越えることができました。
　急な業務内容の変更にも関わらず、前向きに取り組んでくれ
た従業員のおかげであり、常にものづくりの原点を見失うこと
なく進んできた結果だと自信を持つことができました。
　思いは常に「変化に強い会社でありたい」との発想をもとに、
今後も緊張感を持って自分たちのできるベストを尽くしていき
たいと思います。

　３月から休園あるいは登園自粛が続き、子どもたちと会えな
い日々が続きました。解除後も感染防止や熱中症対策をしなが
ら、安心して登園してもらえるよう信頼関係づくりを大切にし
ています。
　保育士は、子どもたちの甘えや抱っこに応え、寄り添いなが
ら生活や遊びをしています。これからもまだまだ予断を許さな
い状況が続きますが、保育士自身も感染予防に努め、できる限
りの対策に取り組んでいきます。
　マスクの着用で、先生の笑顔を子どもたちは半分しか見るこ
とができませんが、やさしい言葉がけで安心して遊べるように
笑顔を大切に頑張っています。

福祉施設が参加している地区の防災訓練
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東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

森
田　

德
治

第
２
波
に
備
え
た
対
策
を

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

山
本　

直
彦

市
内
経
済
を
守
れ

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
と
第
２
波
へ
の
備
え
に
つ

い
て
、

①
市
民
に
正
確
で
分
か
り
や
す
く
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
は
市
の
責
務
で

あ
る
。
高
齢
者
や
障
害
者
、
外
国
人

な
ど
へ
の
情
報
提
供
の
現
状
と
今
後

の
対
応
は
。

②
第
１
波
に
関
す
る
対
策
の
評
価
と

課
題
、
ま
た
、
第
２
波
に
備
え
た
体

制
の
整
備
と
対
策
は
。

A　
①
市
民
に
感
染
予
防
対
策
な
ど

の
情
報
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
高
齢
者
に
は
民
生
委
員
児
童
委

員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
の
支
援
者
を
通
じ

て
情
報
を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

障
害
の
あ
る
人
に
は
音
声
や
点
字
で
、

外
国
人
に
は
通
訳
や
国
際
交
流
協
会

を
通
じ
て
情
報
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
す
べ
て
の
市
民
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
必
要
な

情
報
を
様
々
な
方
法
で
迅
速
に
伝
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
第
１
波
の
対
策
は
、
対
策
本
部
を

早
期
に
立
ち
上
げ
情
報
の
共
有
を
図

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
と
対
策
に
つ
い
て
、

①
経
済
団
体
や
金
融
機
関
な
ど
と
の

情
報
交
換
、
情
報
収
集
は
し
っ
か
り

で
き
て
い
る
の
か
。

②
第
２
弾
経
済
対
策
の
取
り
ま
と
め

が
遅
れ
て
い
る
理
由
は
。

③
第
２
弾
、第
３
弾
の
経
済
対
策
は
。

A　
①
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
た
め
、
日
頃

か
ら
行
っ
て
い
る
担
当
者
に
よ
る
情

報
交
換
に
加
え
、
早
い
段
階
か
ら
金

融
支
援
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
協
議

し
、
市
内
経
済
の
状
況
把
握
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

②
国
に
よ
る
感
染
予
防
対
策
や
国
民

生
活
へ
の
支
援
、
経
済
回
復
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
、

真
に
必
要
な
と
こ
ろ
へ
必
要
な
支
援

が
届
く
よ
う
施
策
を
取
り
ま
と
め
て

き
ま
し
た
。
決
し
て
遅
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

③
第
１
弾
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
各

事
業
者
が
国
・
県
の
支
援
を
迅
速
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
緊
急

的
な
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
ま

Q　
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
（
道
路
空
間

有
効
活
用
事
業
）
に
つ
い
て
、
３
密

も
避
け
ら
れ
る
こ
の
事
業
を
進
め
る

こ
と
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
一
歩

目
の
布
石
に
な
る
と
考
え
る
が
市
の

見
解
は
。

A　
こ
の
事
業
は
「
３
密
を
避
け
ら

れ
る
」
「
新
た
な
顧
客
の
開
拓
に
つ

な
が
る
」
「
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
官

と
民
の
連
携
」
な
ど
、
大
変
有
意
義

な
事
業
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
速
や

か
に
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
と
協
議

を
行
い
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
沿
い
の

店
舗
な
ど
に
呼
び
か
け
、
商
店
主
の

協
力
、
住
民
の
理
解
を
得
て
、
今
年

中
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
八
日
市
商
工
会
議
所
に
所
属
す

る
飲
食
店
な
ど
が
地
元
飯
の
の
ぼ
り

旗
を
揚
げ
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
市
の
見
解
は
。
ま
た
、
既
存
店
舗

や
新
規
出
店
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

A　
事
業
者
の
店
を
守
る
努
力
と
そ

れ
を
団
体
や
個
人
が
支
え
る
仕
組
み

を
構
築
さ
れ
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
よ
う
と
す
る
前
向
き
な
姿
勢
や
取

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
、
ロ
シ
ア
な
ど
14
か
国

が
農
産
物
の
輸
出
制
限
を
実
施
し
、

自
国
で
の
食
料
の
囲
い
込
み
の
動
き

が
あ
る
と
報
道
さ
れ
た
。日
本
は
麦
、

大
豆
、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

多
く
の
食
料
を
輸
入
に
頼
り
、
食
料

自
給
率
は
減
少
し
過
去
最
低
を
記
録

し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
の
争
奪
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
い
つ
発
生
す

る
か
わ
か
ら
な
い
食
料
危
機
に
備
え
、

食
料
の
安
定
供
給
に
危
機
感
を
持
つ

べ
き
と
考
え
る
が
。

A　
食
料
の
安
定
供
給
は
輸
入
と
備

蓄
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

食
料
自
給
率
が
過
去
最
低
の
37
％
と

な
っ
て
お
り
、
近
年
の
国
際
情
勢
や

温
暖
化
に
よ
る
全
世
界
で
の
大
規
模

災
害
か
ら
も
、
国
家
と
し
て
危
機
感

を
持
っ
た
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
輸
入
が
激
減
す
る
中
、
国
産
比
率

を
高
め
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る

と
捉
え
て
い
ま
す
。

Q　
本
市
の
農
業
の
担
い
手
で
あ
る

り
、
３
密
回
避
の
徹
底
、
公
共
施
設

の
休
館
、
学
校
の
休
校
、
イ
ベ
ン
ト

や
多
人
数
で
の
会
議
の
中
止
や
延
期
、

遠
距
離
移
動
の
自
粛
な
ど
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
本
市
で
は
５
人
の
感
染

者
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
４
月
17
日

以
降
は
感
染
者
の
発
生
は
無
く
、
市

民
の
協
力
に
よ
り
対
策
が
功
を
奏
し

た
も
の
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
波
の
取
り
組
み
を
早
々
に
検

証
し
、
必
要
に
応
じ
た
対
策
を
講
ず

る
こ
と
で
第
２
波
に
備
え
ま
す
。

た
、
特
別
定
額
給
付
金
は
県
下
で
も

い
ち
早
く
給
付
で
き
て
い
ま
す
。

　
第
２
弾
は
、
教
育
・
保
育
環
境
へ

の
対
策
の
ほ
か
、市
民
生
活
、経
済
、

農
業
関
係
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
は
、

医
療
や
防
災
面
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
今
後
は
、
感
染
症
の
影
響

や
国
の
支
援
、
さ
ら
に
は
市
民
生
活

と
地
域
経
済
の
回
復
状
況
も
見
極
め

な
が
ら
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た

施
策
を
計
画
的
に
講
じ
て
い
き
ま
す
。

り
組
み
を
大
変
心
強
く
感
じ
る
と
と

も
に
、
市
と
し
て
市
内
の
商
工
業
者

を
し
っ
か
り
支
え
て
い
か
な
く
て
は

と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
を
巡
回
す
る
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
の
相
談
に
丁
寧
に

応
じ
、
国
や
県
、
市
の
支
援
策
を
紹

介
し
、
申
請
に
必
要
な
手
続
き
な
ど

に
も
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

集
落
営
農
組
織
で
は
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手
不
足
が

共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
農
業

部
門
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

し
、
集
落
営
農
組
織
の
担
い
手
と
し

て
採
用
す
る
考
え
は
。

A　
集
落
営
農
組
織
で
要
望
が
あ
る

の
か
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
体
制

が
整
う
の
か
、
現
在
実
態
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
を
受
け
、

受
入
体
制
が
整
備
で
き
れ
ば
採
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

鈴
木　

則
彦

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
に
ぎ
わ
い
を

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�
和
田　

喜
藏

食
料
の
安
定
供
給
に
危
機
感
を

市内各施設で様々な対策がとられた有効利用が待たれるグリーンロード
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あ
な
た
と
、

大
切
な
人
を

守
る
た
め
に

新型コロナウイルス
感染予防対策

衛生対策

「三密」対策
 ⼊場⼈数の制限・滞在時
間の制限

 頻繁な換気
 会計時のお客様同⼠の間
隔の確保

 間隔を空けた座席配置

 マスクの着⽤
 ⼿指消毒
 備品などの定期的な消毒・
清掃

 従業員の健康管理
 キャッシュレス決済

いつも当店をご利⽤いただき、誠にありがとうございます。
当店におきましては、お客様が安⼼・安全にご利⽤いただけるよう感染
防⽌対策を徹底したうえで、営業しております。

いつも当店をご利⽤いただき、誠にありがとうございます。
当店におきましては、お客様が安⼼・安全にご利⽤いただけるよう感染
防⽌対策を徹底したうえで、営業しております。

店名やロゴなどを配置

お店の感染防止対策の実施内容を踏まえ、内容
を変更してください。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

田
井
中　

丈
三

１
１
０
億
円
の
行
き
先
は

Q　
感
染
症
対
策
と
し
て
、
全
国
民

に
特
別
定
額
給
付
金
10
万
円
が
支
給

さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
総
額
は
１
１

０
億
円
超
と
な
り
、
実
に
市
予
算
の

４
分
の
１
で
あ
る
。
市
民
か
ら
は

「
貯
蓄
す
る
」
と
い
う
声
が
多
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
給
付
金
を
全

額
三
方
よ
し
商
品
券
に
換
え
、
５
０

０
軒
の
取
扱
店
で
使
わ
れ
た
ら
、
１

軒
平
均
２
２
０
０
万
円
売
り
上
げ
が

増
加
し
、
店
も
生
産
者
も
潤
う
。
給

付
金
を
消
費
に
誘
導
す
る
施
策
が
必

要
と
考
え
る
が
、

①
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行

し
て
、市
内
消
費
に
結
び
つ
け
て
は
。

②
商
工
団
体
と
連
携
し
、
各
店
で
特

売
や
商
品
券
１
枚
ポ
ッ
キ
リ
セ
ー
ル

な
ど
で
、
商
品
券
発
行
と
併
せ
て
消

費
喚
起
で
き
な
い
か
。

③
市
三
役
や
議
員
は
、
ボ
ー
ナ
ス
や

こ
の
給
付
金
を
市
内
で
ど
ん
ど
ん
使

う
べ
き
と
考
え
る
が
。

A　
①
市
民
の
市
内
消
費
拡
大
に
大

変
有
効
だ
と
考
え
ま
す
が
、
今
回
は

即
効
性
が
必
要
で
あ
り
、
商
品
券
発

行
に
は
半
年
程
度
の
準
備
を
要
す
る

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
教
育
現
場
も
長
期
休
校
と

な
り
、
今
後
予
測
さ
れ
る
感
染
症
の

第
２
波
、第
３
波
に
備
え
な
け
れ
ば
、

子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
、
学
習
の

遅
れ
な
ど
、
教
育
現
場
の
混
乱
が
さ

ら
に
悪
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
思
う

が
、

①
学
習
の
遅
れ
に
対
し
て
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

②
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
応
は
。

③
学
習
指
導
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
の
人
員
確
保
は
。

A　
①
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
の

期
間
短
縮
や
学
校
行
事
の
見
直
し
な

ど
に
よ
っ
て
生
じ
た
時
間
を
活
用
し
、

授
業
時
間
を
確
保
し
ま
す
。
中
学
校

に
お
い
て
は
土
曜
日
の
授
業
も
計
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
内
容
に

応
じ
て
柔
軟
に
教
育
課
程
の
見
直
し

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
現
段
階
で
は

お
お
む
ね
カ
バ
ー
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
学
校
再
開
に
当
た
り
教
職
員
向
け

の『
子
ど
も
の「
心
の
ケ
ア
」ガ
イ
ド
』

を
作
成
し
、
配
布
し
ま
し
た
。
子
ど

Q　
17
世
紀
の
中
頃
、
ペ
ス
ト
被
害

で
大
学
が
閉
鎖
さ
れ
た
と
き
に
、
ニ

ュ
ー
ト
ン
が
万
有
引
力
の
法
則
な
ど

を
発
見
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
長
期
休
校
を
経
験
し

た
子
ど
も
た
ち
に
も
、
目
的
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
で
有
意
義
な
時
間

に
な
る
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
考

え
る
が
。

A　
家
族
関
係
を
深
め
ら
れ
た
子
や

有
効
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
子
な
ど

様
々
で
す
の
で
、
振
り
返
る
機
会
を

設
け
て
時
間
の
過
ご
し
方
を
指
導
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
ガ
リ
版
伝
承
館
に
あ
る
膨
大
な

未
整
備
資
料
に
つ
い
て
、
臨
時
休
館

を
強
い
ら
れ
る
今
こ
そ
分
析
や
調
査

研
究
を
進
め
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
専
従
の
学
芸
員
や
大
学
と

の
連
携
が
必
要
と
考
え
る
が
。　
　

　
ま
た
、
他
の
整
備
途
上
の
文
化
施

設
も
含
め
て
、
計
画
的
に
予
算
を
つ

け
て
調
査
研
究
を
す
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
研
究
の
成
果
を
鳥
瞰
で
き

る
拠
点
施
設
が
必
要
と
考
え
る
が
。

A　
学
芸
員
や
大
学
連
携
は
職
員
採

Q　
県
発
表
の
「
事
業
者
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
例
」
に
よ
る
と
、
多
人
数
で
の
宴

席
は
控
え
る
、
座
席
間
隔
１
ｍ
以
上
、

従
業
員
は
マ
ス
ク
着
用
、
酒
類
の
提

供
時
間
に
配
慮
な
ど
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
す
べ
て
順
守
す
る
と
飲
食
店

は
客
席
が
半
分
以
下
に
な
り
倒
産
し

か
ね
な
い
が
ど
う
対
応
す
べ
き
と
考

え
る
か
。
ま
た
予
防
を
徹
底
し
た
飲

食
店
向
け
の
支
援
は
。

A　
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
る
ま
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
食

事
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
の
支
援

策
と
し
て
感
染
防
止
対
策
費
用
の
補

助
な
ど
を
今
議
会
に
提
出

準
備
し
て
い
ま
す
。

Q　
飲
食
店
が
感
染
予
防

を
徹
底
し
て
も
、
日
本
人

独
特
の
周
り
の
目
を
気
に

す
る
文
化
が
あ
り
、
気
軽

に
は
訪
問
で
き
な
い
。
こ

の
ま
ま
で
は
経
済
が
先
に

死
ん
で
し
ま
い
か
ね
な
い
。

先
般
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ほ
か
、
販
売
時
に
お
け
る
感
染
拡
大

な
ど
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
現
状

で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

②
感
染
対
策
を
施
し
た
う
え
で
経
済

活
動
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

市
と
し
て
地
域
経
済
の
活
力
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
に
対
し
て
は
、
経
済

団
体
を
通
じ
て
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

③
新
し
い
生
活
様
式
で
の
感
染
予
防

を
し
た
中
で
市
内
消
費
に
努
め
ま
す
。

も
一
人
一
人
の
心
の
ケ
ア
を
図
る
と

と
も
に
、
ス
ト
レ
ス
が
原
因
と
な
る

い
じ
め
や
不
登
校
、
問
題
行
動
の
未

然
防
止
の
た
め
に
実
態
に
応
じ
て
活

用
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

③
学
校
問
題
対
策
支
援
員
を
拡
充
し
、

現
在
配
置
し
て
い
る
各
種
支
援
員
と

と
も
に
、学
校
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、

授
業
や
放
課
後
な
ど
を
利
用
し
た
補

習
な
ど
の
た
め
、
臨
時
講
師
を
採
用

し
て
い
き
ま
す
。

用
計
画
や
大
学
協
定
の
中
で
協
議
し

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
「
東
近
江

市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
を

策
定
し
、
文
化
財
全
体
の
調
査
、
研

究
や
保
存
、
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
拠
点
施
設
に
つ
い
て
は
、
博
物
館

構
想
な
ど
の
全
庁
的
協
議
の
場
を
設

け
て
お
り
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

っ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

の
ア
ー
ダ
ー
ン
首
相
が
カ
フ
ェ
を
訪

れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

守
り
つ
つ
生
活
を
楽
し
む
姿
が
報
道

さ
れ
話
題
に
な
っ
た
。
感
染
予
防
対

策
を
講
じ
て
い
る
店
に
は
躊
躇
な
く

行
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
、
自
治
体
の
ト
ッ
プ
自
ら
飲

食
店
に
訪
問
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示

す
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
が
市
長
の

意
向
は
。

A　
感
染
症
の
撲
滅
と
社
会
機
能
の

維
持
は
同
等
く
ら
い
に
危
機
管
理
上

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
守
り
つ
つ
地
元

で
飲
食
し
て
い
く
よ
う
に
し
ま
す
。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

青
山　

孝
司

学
校
再
開
の
備
え
は

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ�

西
澤　

由
男

コ
ロ
ナ
自
粛
を
実
り
あ
る
時
間
と
す
る
た
め
に

太
陽
ク
ラ
ブ�
辻　

�

英
幸

新
し
い
生
活
様
式
っ
て
ど
う
な
の

いち早く届いた１０万円

待ちに待った学校再開

ガリ版で作製された貴重な歴史的文書
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太
陽
ク
ラ
ブ�

安
田　

高
玄

中
止
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
金
は

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
完
全
終
息
が
見
え
て
こ
な
い
現
在
、

交
付
金
や
補
助
金
・
助
成
金
を
交
付

し
て
い
る
諸
団
体
の
活
動
状
況
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
相
談
は

あ
る
の
か
。

A　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
自
治
会

を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
な
ど
の

各
種
団
体
か
ら
は
、
総
会
の
開
催
方

法
や
事
業
実
施
の
判
断
な
ど
、
日
々

多
く
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
関
係
部
署
が
団
体
と
連
絡

を
取
り
合
う
こ
と
で
、
そ
の
状
況
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
対
応
方
法

を
団
体
と
一
緒
に
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
誰
も
が
初

め
て
直
面
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
中
止
決
定
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
や

事
業
で
、
未
執
行
の
交
付
金
や
補
助

金
・
助
成
金
の
取
り
扱
い
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

Q　
保
護
者
が
感
染
者
の
関
係
者
と

な
り
子
ど
も
を
登
園
登
校
さ
せ
る
の

を
迷
っ
た
と
聞
い
た
。
学
校
や
園
の

出
席
停
止
の
基
準
は
。

A　
子
ど
も
が
濃
厚
接
触
者
・
感
染

者
と
な
っ
た
場
合
に
は
出
席
停
止
と

し
ま
す
。

　
発
熱
や
風
邪
症
状
、
基
礎
疾
患
が

あ
る
児
童
生
徒
は
、
主
治
医
な
ど
の

見
解
を
保
護
者
に
確
認
し
た
上
で
、

学
校
長
が
登
校
す
べ
き
で
な
い
と
判

断
し
た
場
合
に
出
席
停
止
扱
い
と
し

ま
す
。

　
子
ど
も
と
同
居
す
る
家
族
の
勤
め

先
で
感
染
者
が
見
つ
か
っ
て
も
通
常

通
り
登
園
登
校
と
し
ま
す
。
家
族
が

濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場
合
も
同
様

で
す
が
、
保
護
者
か
ら
申
し
出
が
あ

れ
ば
出
席
停
止
扱
い
と
し
ま
す
。

Q　
コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
者
が
減
り
、

か
か
り
つ
け
医
や
福
祉
施
設
が
つ
ぶ

れ
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
感
染
予
防

の
た
め
の
必
要
資
材
の
調
達
、
陽
性

者
が
出
た
と
き
の
支
援
、
応
援
要
員

の
支
援
策
な
ど
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
民
間
の
医
療
機
関・介
護
施
設・

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
見
据
え
た
災
害
対
応
に
つ
い
て
、

①
感
染
症
対
策
を
見
据
え
た
避
難
所

運
営
の
対
策
は
と
れ
て
い
る
か
。

②
避
難
所
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
守
る
観
点
か
ら
も
、
段
ボ
ー
ル
な

ど
で
の
間
仕
切
り
や
簡
易
ベ
ッ
ド
は

大
変
有
効
な
手
段
だ
と
考
え
る
が
、

こ
れ
ら
の
準
備
に
特
化
し
た
協
定
を

結
ん
で
い
る
企
業
な
ど
は
あ
る
か
。

③
市
内
全
世
帯
配
布
を
目
指
し
て
い

る
防
災
情
報
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
の

現
在
の
設
置
率
は
。
ま
た
、
当
初
購

入
し
た
戸
別
受
信
機
の
残
数
お
よ
び

残
数
が
０
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

A　
①
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
は
、
国
お
よ
び
県
の
通

知
に
基
づ
き
作
成
済
み
で
す
。ま
た
、

必
要
な
物
資
に
つ
い
て
は
既
に
備
蓄

で
き
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
非
接
触

型
体
温
計
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、

間
仕
切
り
な
ど
を
追
加
す
る
予
定
で

す
。

②
段
ボ
ー
ル
に
特
化
し
た
協
定
を
結

A　
特
定
の
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
補

助
金
等
に
つ
い
て
は
、中
止
の
場
合
、

原
則
減
額
や
返
還
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
補
助
金
の
性
質
に
も
よ
り

ま
す
が
、
各
種
団
体
へ
の
運
営
補
助

金
等
に
つ
い
て
は
、
団
体
の
活
動
状

況
や
事
業
の
実
施
状
況
も
踏
ま
え
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

障
害
者
施
設
へ
の
事
業
継
続
の
た
め

の
相
談
体
制
は
。

A　
民
間
の
医
療
機
関
や
福
祉
施
設

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
現
在
詳

細
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
福
祉

施
設
に
対
し
聞
き
取
り
調
査
を
進
め

て
い
ま
す
。
第
２
波
、
第
３
波
を
見

据
え
て
、
国
や
県
に
要
望
し
、
市
も

必
要
な
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

ん
で
い
る
企
業
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
治
体
や
企
業
な
ど
と
物
資
や

役
務
に
つ
い
て
53
の
災
害
応
援
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
必
要

な
段
ボ
ー
ル
製
品
の
調
達
も
可
能
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
３
月
末
現
在
に
お
け
る
設
置
率
は
、

辞
退
を
除
く
と
64
・
２
％
で
、
残
数

は
約
１
万
３
７
０
０
台
で
す
。
在
庫

が
無
く
な
っ
た
場
合
は
、
必
要
に
応

じ
て
購
入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

太
陽
ク
ラ
ブ�

戸
嶋　

幸
司

コ
ロ
ナ
禍
で
も
災
害
は
や
っ
て
く
る

太
陽
ク
ラ
ブ�

櫻　

�

直
美

コ
ロ
ナ
禍
の
出
席
停
止
の
線
引
き
は

公
明
党�
竹
内　

典
子

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
教
育
を

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
第
２
波
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、

①
児
童
生
徒
の
学
び
を
保
障
す
る
た

め
、
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
早

期
整
備
が
必
要
で
は
。

②
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
家

庭
へ
の
支
援
は
。

③
Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

の
配
置
の
考
え
は
。

A　
①
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

早
期
の
導
入
を
進
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
る
家
庭
学
習
を
想
定
し
、
教
職

員
や
児
童
生
徒
が
機
器
や
ソ
フ
ト
を

操
作
で
き
る
よ
う
に
研
修
や
指
導
を

行
い
ま
す
。

②
現
在
、
各
家
庭
の
ネ
ッ
ト
環
境
の

調
査
を
し
て
お
り
、
詳
細
が
ま
と
ま

り
次
第
、
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

③
学
校
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
支
援
の
た
め
、
校

務
支
援
係
を
１
名
増
員
し
て
お
り
、

さ
ら
に
今
後
の
動
向
を
見
極
め
て
必

要
に
応
じ
て
人
員
の
確
保
を
し
て
い

き
ま
す
。

Q　
飲
食
店
な
ど
が
感
染
リ
ス
ク
を

下
げ
る
た
め
に
、
高
機
能
換
気
設
備

な
ど
の
高
効
率
機
器
や
、
透
明
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
こ
と
に
対

し
て
支
援
を
す
べ
き
で
は
。

A　
高
効
率
機
器
は
飲
食
店
の
密
閉

対
策
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

国
が
補
助
制
度
を
検
討
し
て
お
り
動

向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。
感
染
拡

大
防
止
に
取
り
組
ま
れ
る
市
内
事
業

者
へ
は
、
さ
ら
な
る
支
援
策
と
し
て

第
２
弾
の
予
算
を
追
加
提
案
し
ま
す
。

恒例の地域イベントも次々と中止

タブレットの早期購入を
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日
本
共
産
党
議
員
団�

山
中　

一
志

期
待
さ
れ
る
あ
ぐ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
長
期
戦
を

乗
り
切
る
に
は
今
を
生
き
延
び
る
こ

と
が
先
決
で
、
ひ
と
り
の
犠
牲
者
も

出
さ
な
い
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
施
策
の
多
く
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
申
請
方
法
の
た
め
、
情
報
難
民

や
手
続
き
困
難
者
を
な
く
し
、
す
べ

て
の
該
当
者
に
早
急
に
給
付
す
る
こ

と
が
行
政
の
責
務
で
あ
る
が
、

①
国
の
持
続
化
給
付
金
を
該
当
す
る

全
事
業
者
に
支
給
す
る
対
策
は
。

②
収
入
額
が
昨
年
比
20
～
30
％
減
少

し
た
事
業
所
に
も
市
独
自
で
給
付
金

を
支
給
す
べ
き
で
は
。

A　
①
国
の
広
報
に
加
え
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
へ
の
掲
載
、

経
済
団
体
を
通
じ
た
情
報
発
信
を
行

い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
不
慣

れ
な
事
業
者
に
は
国
や
経
済
団
体
の

相
談
窓
口
で
対
応
し
ま
す
。

②
ご
提
案
の
よ
う
な
市
独
自
の
給
付

金
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
経
済

活
動
の
回
復
に
向
け
計
画
的
な
支
援

施
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

Q　
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
少
し
た

市
民
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、

Q　
株
式
会
社
東
近
江
あ
ぐ
り
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
第
２
期（
令
和
元
年
度
）

事
業
報
告
書
、
決
算
報
告
書
、
第
３

期
（
令
和
２
年
度
）
事
業
計
画
書
が

提
出
さ
れ
た
が
、

①
第
２
期
の
決
算
分
析
は
。

②
第
３
期
に
お
け
る
業
績
見
込
み
３

１
０
万
円
の
利
益
の
根
拠
は
。

③
業
績
見
込
み
に
対
す
る
４
、
５
月

の
実
績
は
。

A　
①
第
２
期
は
２
０
２
６
万
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
赤
字
の
要
因

は
、
年
間
で
最
も
販
売
取
扱
数
量
が

拡
大
す
る
秋
冬
野
菜
の
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
が
、
暖
冬
に
よ
り
需
要
が
伸
び
ず

価
格
が
低
迷
し
、
当
初
目
標
の
売
上

額
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

②
地
域
商
社
は
、
多
く
の
地
場
野
菜

を
集
め
、
安
定
供
給
が
で
き
る
体
制

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
２
年

間
数
字
的
に
は
厳
し
か
っ
た
も
の
の
、

５
月
の
下
旬
か
ら
大
手
ス
ー
パ
ー
で

売
場
面
積
を
３
倍
に
増
や
し
て
い
た

だ
く
な
ど
、
集
め
る
力
、
安
定
供
給

の
基
盤
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
今
後

Q　
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
「
祖
母

の
悲
鳴
…
高
齢
の
親
が
子
ど
も
・
孫

を
支
え
る
３
世
代
に
及
ぶ
深
刻
問

題
」
に
お
い
て
、
市
内
に
住
む
80
歳

近
い
高
齢
の
夫
婦
が
、
50
歳
の
知
的

障
害
の
娘
と
県
外
の
施
設
に
入
所
す

る
20
歳
に
な
る
重
度
障
害
の
孫
、
加

え
て
引
き
こ
も
り
の
息
子
を
抱
え
て

生
活
さ
れ
る
厳
し
い
状
況
が
映
し
出

さ
れ
て
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
何
ら
か

の
支
援
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

①
滋
賀
県
で
は
１
５
０
人
を
超
え
る

障
害
者
が
県
外
の
支
援
施
設
へ
入
所

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
市
民
は
何

人
か
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利

用
者
は
何
人
か
。

②
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設

計
画
は
あ
る
か
。

③
家
庭
を
「
ま
る
ご
と
」
支
援
す
る

連
携
体
制
が
整
っ
て
い
る
の
か
。

④
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
だ
が
、
十
分

な
体
制
が
あ
る
の
か
。

A　
①
県
外
入
所
者
は
25
人
で
す
。

ま
た
、
市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は

26
施
設
で
、
１
施
設
に
４
、
５
人
が

入
所
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
制
度
の

内
容
と
周
知
方
法
は
。

②
収
入
額
が
昨
年
比
20
％
以
上
減
少

し
た
と
き
の
市
民
税
の
猶
予
制
度
の

周
知
方
法
と
猶
予
さ
れ
た
件
数
は
。

A　
①
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入

額
が
昨
年
比
30
％
以
上
減
少
し
た
世

帯
が
対
象
で
、
保
険
料
額
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
減
免
す
る
も
の
で
、
納

入
通
知
書
に
案
内
を
同
封
し
ま
す
。

②
市
民
税
納
税
通
知
書
に
案
内
を
同

封
し
ま
し
た
。
現
在
26
件
で
す
。

は
、
さ
ら
に
そ
れ
を
伸
ば
し
て
い
く

と
と
も
に
、
人
件
費
や
資
材
費
な
ど

一
般
管
理
費
の
削
減
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
か
ら
飲
食
業
と
の
取
引
が
激
減

し
た
も
の
の
、
家
庭
消
費
が
増
大
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
大
手
ス
ー
パ
ー
の

売
り
上
げ
が
伸
び
た
こ
と
か
ら
、
全

体
と
し
て
は
約
５
％
増
の
売
上
高
と

な
り
ま
し
た
。

②
入
所
施
設
の
建
設
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
４
月
か

ら
３
棟
、
今
年
度
末
に
は
２
棟
が
開

設
予
定
で
す
。

③
関
係
機
関
が
情
報
を
共
有
し
、
適

切
な
制
度
や
機
関
に
つ
な
げ
て
支
援

で
き
る
よ
う
に
体
制
を
構
築
し
て
い

ま
す
。

④
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
家
庭
が

増
え
て
お
り
、
多
職
種
と
の
連
携
や

長
期
間
の
継
続
し
た
支
援
を
行
う
た

め
に
は
、
体
制
は
十
分
と
は
言
え
な

い
の
が
実
情
で
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団�

廣
田　

耕
康

ひ
と
り
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
対
策
を

日
本
共
産
党
議
員
団�
田
郷　

�

正

障
害
者
を
抱
え
る
８
０
５
０
２
０
問
題

Q　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自
然
災
害

時
の
避
難
所
開
設
に
つ
い
て
、

①
国
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
取
り

入
れ
た
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
の
考

え
は
。

②
避
難
所
の
防
災
備
蓄
品
の
変
更
と

対
応
は
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
に
代
わ
る
電

解
微
酸
性
次
亜
塩
素
酸
水
を
作
る
生

成
器
設
置
の
考
え
は
。

A　
①
「
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
の
内
容
を
今
年
度
改
訂
予

定
の
本
市
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
必
要
な
物
資
は
既
に
備
蓄
し
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
非
接
触
型
体
温

計
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、
間
仕
切

り
な
ど
を
追
加
す
る
予
定
で
す
。

③
現
在
、
国
の
機
関
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
次
亜

塩
素
酸
水
の
効
果
に
つ
い
て
、
検
証

試
験
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果

と
設
備
費
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

Q　

本
市
の
防
災
マ
ッ
プ
に
国
の

「
避
難
行
動
判
定
フ
ロ
ー
」
を
追
加

掲
載
す
べ
き
で
は
。

A　
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
我
が
家
の

災
害
リ
ス
ク
を
知
り
、
あ
ら
か
じ
め

確
認
し
て
お
く
こ
と
は
非
常
に
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
年
度
改
訂
す
る
防
災
マ
ッ
プ
に
盛

り
込
む
予
定
で
す
。

公
明
党�

吉
坂　

�

豊

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
運
営
は

スーパーに並ぶ地場野菜

新しく開所された障害者グループホーム
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新
政
無
所
属
の
会�

西
澤　

善
三

今
こ
そ
民
間
活
力
を

Q　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
経
済
活
動

が
落
ち
込
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、

地
域
の
活
性
化
を
進
め
る
た
め
に
は

行
政
・
市
民
・
企
業
の
連
携
が
望
ま

れ
る
が
、

①
株
式
会
社
東
近
江
あ
ぐ
り
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
経
営
状
況
は
。

②
五
個
荘
竜
田
町
地
先
の
市
有
地
の

活
用
は
。

③
八
日
市
駅
前
市
有
地
活
用
事
業
で

は
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
の
応
募
が
無

か
っ
た
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

④
民
間
活
力
の
活
用
を
進
め
る
た
め

に
公
募
窓
口
の
一
元
化
や
企
業
側
か

ら
の
提
案
を
受
け
る
窓
口
を
設
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A　
①
あ
ぐ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
２

期
続
け
て
の
赤
字
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
暖
冬
で
野
菜
価
格
の
低
迷
が

響
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
経
費
の
さ

ら
な
る
見
直
し
を
図
り
、
引
き
続
き

販
路
の
拡
大
と
中
規
模
流
通
型
経
営

農
家
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
事
業
を
見
極

め
な
が
ら
商
業
施
設
な
ど
の
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Q　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
必
要
性
が
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、

①
一
人
一
台
の
授
業
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
具
体
的
な
導
入
時
期
は
。

②
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
計
画

は
。

③
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
方
法
は
。

④
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
教
育
格
差
の

解
消
に
寄
与
す
る
た
め
の
具
体
策
は
。

⑤
国
は
休
校
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た

め
に
中
学
校
３
年
生
と
小
学
校
６
年

生
の
少
人
数
学
級
を
提
唱
し
て
い
る

が
、
本
市
の
実
施
計
画
は
。

A　
①
今
年
度
中
の
導
入
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

②
校
務
支
援
係
で
各
校
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
状

況
に
よ
っ
て
は
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー

な
ど
の
配
置
も
検
討
し
ま
す
。

③
本
市
で
は
、
長
期
休
業
期
間
を
短

縮
す
る
な
ど
し
て
授
業
時
間
数
を
確

保
し
、
再
開
後
の
学
習
指
導
に
よ
り

そ
の
差
は
解
消
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

④
ネ
ッ
ト
環
境
下
で
の
学
習
支
援
で

③
八
日
市
駅
前
市
有
地
の
パ
ー
ト
ナ

ー
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
２
回
目
の

公
募
に
向
け
て
準
備
し
て
い
ま
す
。

④
所
管
課
が
事
業
の
詳
細
を
把
握
し
、

責
任
を
持
っ
て
公
募
を
行
う
こ
と
が

最
善
と
考
え
る
た
め
、
窓
口
の
一
元

化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
行
政
へ
の
提
案
な
ど
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
部
署
を
含
め
た

調
整
会
議
を
行
い
対
応
し
て
い
る
た

め
、
新
た
な
受
付
窓
口
の
創
設
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

は
、
長
期
に
わ
た
る
休
校
の
場
合
、

整
備
が
進
ん
で
い
る
地
域
と
そ
う
で

な
い
地
域
と
で
格
差
が
生
じ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、
第
２
波
、

第
３
波
に
対
応
す
る
た
め
に
、
今
年

度
中
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
家
庭
学

習
を
想
定
し
た
指
導
を
行
い
ま
す
。

⑤
現
在
、少
人
数
学
級
実
現
の
た
め
、

県
教
育
委
員
会
に
臨
時
講
師
の
派
遣

を
要
請
し
て
い
ま
す
。

新
政
無
所
属
の
会�

井
上　

�

均

教
育
格
差
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
？

　今年に入り猛威を振るい始めた新型コロナウイルス。当議会においても国から交付される感

染症対策費や市独自の予算措置に迅速に対応してきました。また、市民の声に耳を傾け、より

市民に寄り添った支援が展開されるよう、国に対し意見書を提出しました。

　まだまだ終息が見えない状況であり、その時々に合わせた支援を展開することが求められま

す。今後も行政と一丸となり、市民の皆さまの安全安心を守っていきたいと思います。

議 会 の うご き
コロナ禍に

おける

第　

３　

弾

７月臨時会 
6億9,331万円

主　　な　　施　　策 予算額

市内事業者売上回復支援事業
市内消費喚起のため、市内全世
帯に5,000円分のクーポン券を
配布

2億6,462万円

家賃等支援給付金事業
売り上げが減少している中小企
業等に家賃やリース代などの固
定費を支援

1億8,680万円

教育施設などの感染症対策
アルコール消毒液などの備品の
追加購入やトイレ手洗い場の自
動洗浄化

5,766万円

住宅確保給付金 離職等で住居を失う恐れのある人
を対象にした家賃相当額を給付 1,173万円

第　

２　

弾

６月議会 
10億4,710万円

主　　な　　施　　策 予算額

幼児施設・小中学校給食無
料化 6～8月の給食費を無料に 1億5,220万円

GIGAスクールの推進
オンラインでの家庭学習などに
対応できるよう、児童生徒にタ
ブレットを支給

6億1,648万円

新生児特別定額給付金 4月28日以降に生まれた新生児
に10万円を支給 9,000万円

セーフティネット資金利子
補給

事業所などが特定の融資を受け
た場合の利子を給付 1億円

第　

１　

弾

５月臨時会 
120億5,835万円

主　　な　　施　　策 予算額

特別定額給付金 国民一人につき10万円を支給 114億8,850万円

感染拡大防止臨時支援事業 県が行う休業要請などに協力し
た中小企業などに支援金を給付 2億7,000万円

早期活用が待たれる

タブレットを活用した授業

『新型コロナウイルス感染症対策として国に対し
　　すべての国民の生活を守る経済対策を求める意見書』

緊急
要望

全会一致で可 決
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今
号
の
特
集
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

懸
命
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
市
内
の

各
業
界
の
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
業
や
商
工
業
、
福

祉
、
子
育
て
支
援
…
私
た
ち
の
日
々
の
生
活

は
本
当
に
多
く
の
方
々
の
頑
張
り
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
あ
ら
ゆ
る
業
種
、
地
域
活

動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

　
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
７
月
末
時
点
で

は
、
第
２
波
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
全

国
的
な
感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
始
め
ま
し
た

が
、
発
行
日
で
あ
る
８
月
15
日
で
は
ど
う
な

の
か
が
想
定
で
き
な
い
ほ
ど
状
況
は
刻
々
と

変
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
全
国
の
実
情
に

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
つ
つ
、市
民
に
寄
り
添
い
、

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

戸
嶋 

幸
司

　無料アプリ「マチイロ」で「議会だよ
り」の配信サービスを開始しています。
　市の広報紙や行政情報もご覧になれま
すので、ぜひご利用ください。

もっと身近に「議会だより」を

次回９月定例会

※ 各日とも、午前９時３０分から開始します。

※ 日程及び時間は変更になる場合があります。

　東近江市議会では皆さまの傍聴

をお待ちしています。

　ご希望の方は、傍聴される当日

に東近江市役所３階の議会事務局

窓口までお越しください。

　本会議の中継は東近江スマイル

ネットのコミュニティチャンネル

でご覧いただけます。

　東近江市議会では、本会議の模

様をインターネットでライブ配信

（生中継）・録画配信しています。

スマートフォン・タブレット端末

でもご覧いただけます。

　東近江市議会だよりは、２月、

５月、８月、１１月に発行しています。

議会の見学 テレビ中継

インターネット中継 議会だよりの発行

日 月 火 水 木 金 土

8/30 8/31
開会

9/1 2 3 4 5

6 7 8 9
一般質問

10
一般質問

11
一般質問

12

13 14 15
総務委員会

16
総務・福祉教育
こども委員会

17
総務・福祉教育
こども委員会

18
福祉教育こども・
産業建設委員会

19

20 21 22 23
産業建設
委員会

24 25
予算決算
委員会

26

27 28 29
閉会

30 10/1 2 3

東近江市議会だより

６月定例会  議案の審議結果

議　案　等　の　名　称

会派名 東近江市民クラブ 太陽クラブ 日本共産党 公明党 新政
無所属

無
会
派

結　
果

賛
成
・
反
対

山
本　
直
彦

青
山　
孝
司

鈴
木　
則
彦

西
村　
和
恭

田
井
中
丈
三

森
田　
德
治

西
﨑　
　
彰

西
澤　
由
男

西
村　
純
次

和
田　
喜
藏

市
木　
　
徹

大
橋　
保
治

櫻　
　
直
美

辻　
　
英
幸

戸
嶋　
幸
司

安
田　
高
玄

廣
田　
耕
康

山
中　
一
志

田
郷　
　
正

吉
坂　
　
豊

竹
内　
典
子

井
上　
　
均

西
澤　
善
三

大
洞　
共
一

議案第４７号 
令和２年度東近江市国民健康保険（施設勘定）特別
会計補正予算（第１号）

可　
決

20
・
3
○○○○○○

議　
　
　
　
　
長

○○○○○○○○○×××○○○○○

議案第５６号 
東近江市蒲生医療センターがん診療棟増築工事の
施工に伴う協定の締結につき議決を求めることに
ついて

可　
決

20
・
3
○○○○○○ ○○○○○○○○○×××○○○○○

○・・・賛成　×・・・反対　（西﨑議長は採決に加わらない）

その他の議案等は全会一致で認定・可決・同意されました。
議案等の詳細は「東近江市議会」で検索してください。

編

集
後
記


